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モデル 仕様

100V～ | 9A | 50-60Hz | 900-1200W | 重量: 2.7 lbs/1217 g (ケトルベースを含む) | 寸
法 (LxWxH): 11.5in (292mm) x 6.75in (171mm) x 8in (203mm) | 容量: 30 oz (0.9L) | コ
ードの長さ: 2.5 ft (76.2cm)

製品名: Stagg EKG Electric Pour-Over Kettle |特許: US D796,888 S | その他特許出願中
1 年間の限定保証｜サンフランシスコで設計、中国で製造
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高解像度液晶画面

HOLD (固定) スイッチ 華氏/摂氏スイッチ

メインボタン
スタイリッシュな液晶表示。

華氏または摂氏の温度表示
が選べます。

目を離しても安心。設定温度を
最大 60分 間保持できます。

ゆっくりと安定した注ぎ方が
出来栄えを左右します。EKG 
の注ぎ口は、最後の一滴まで
最適な流量を注ぐことができ
るよう設計されています。

高精度の注ぎを可能に
するスパウト

人間工学に基づいたグリップ

カウンターバランスハンドル
304 18/8 ステンレス鋼
ハイグレードステンレス
鋼による最高の造り。

驚くほど快適で、しっかりとし
た握り心地。

計算されたバランスで驚きの
使いやすさ。EKG のウェイト
ハンドルは重心を手の近くに
設定してあるため、楽に注ぐ

ことができます。

図 1A

図 1B

1 つのボタンですべてを制御で
きます。ここで温度を正確に
設定し、ブリューストップウ
ォッチを起動し、ケトルを 
ON/OFF します。
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重要な安全対策
ご使用前に、これらの安全に関する警告をよくお読みになり、ケトルを正しく
ご使用ください。安全に関するこれらの警告は、本製品を安全に正しくお使い
いただくため、および使用者や他の人への危険や財産への損害を未然に防
ぐために表示されています。

電気器具を使用する際には、以下を含む基本的な安全上の注意事項を必ず
守ってください。

すべての説明をお読みください。本安全ガイドは捨てないでください。

•Stagg EKG の電気ベースは小さく、ケトルの本体は当社のコンロケトルと印象が似ていますが、勘
違いしないでください、同じではありません！本製品は電気ケトルで、コンロでは使用できません。

•高温のガスバーナーや電気バーナー、加熱されたオーブン、電子レンジの上や近くに置かないでく
ださい。

•本製品の高温の表面には触れないでください。常にハンドルを使用してください。

•火災、感電、けがを防ぐため、ケトルやベースのコード、プラグ、その他の部分を水やその他の液体
に浸さないでください。

•使用中 (HOLD (固定) モードの場合を含む) は、Stagg EKG を絶対に放置しないでください。お子様が
電気器具を使用する場合、またはお子様の近くで使用する場合は、細心の注意を払って見守る必
要があります。お子様の手の届く範囲で使用しないでください。

•身体的、感覚的、精神的機能が低下している方、または経験や知識がない方 (お子様を含む) につ
いては、安全に責任を持つ人から本器具の使用に関する監督や指示を受けた場合を除き、本器
具はこれらの方による使用を意図していません。お子様が本器具で遊ぶことがないように監督す
る必要があります。

•使用しないときや清掃の前にはプラグをコンセントから抜いてください。部品を取り付ける前や取
り外す前、および電気器具を洗浄する前に、冷ましてください。

•電源から切り離す場合は、メインボタンを押して「OFF」にしてからプラグをコンセントから抜いてく
ださい。コード自体を引っ張らないでください。コードが損傷し、最終的に感電の原因となること
があります。

•コードやプラグが破損している場合、ケトルが故障している場合、または本製品が何らかの方法で
破損している場合は、Stagg EKG を操作しないでください。

• 主電源の電圧がケトルの底面に記載されている電圧 (120V) と同じであることを確認してください。

• 電気的過負荷を避けるために、同じ回路上で他の高電力器具を操作しないでください。

•アクセサリーアタッチメントの使用は、火災、感電、人身傷害の原因となる可能性があるため、Fellow 
は推奨しません。

•屋外では使用しないでください。

•ケトルの中に他の器具を入れないでください。

• Stagg EKG の開封後は、ビニール袋を子どもや他人の手が届かないように注意して処分してください。

3



• 「最大」水量レベルを超える量を入れないこと (下図参照)。水量はこのレベル以下にしてくださ
い。ケトルに水を入れすぎると、熱いお湯が噴き出ることがあります。以下の図 1C を参照してくだ
さい。水や電気を節約するために、必要な量だけを入れることをお勧めします。

最大水量レベル

最低水量レベル

図 1C

• 水のない状態や、「最低」水量レベル以下で使用しないでください。ケトルを空焚きすると、恒久
的な損傷や火災の原因になる可能性があります。「最低」水量レベルは、ケトルの底から約2.5cm
の位置です。上の図 1C を参照してください。

• 長いコードに絡まったり、つまずいたりする危険性を減らすために、短い電源コードが用意され
ています。

• テーブルやカウンターの端からコードをぶら下げたり、高温になった表面に触れたりしないでく
ださい。

• 長めの着脱式電源コードや延長コードは使用しないでください。

• 水を注入する前にケトルをパワーベースから外してください。ケトル底面の水分をすべて拭き
取ってから、パワーベースの上に置いてください。

• 誤って倒してしまわないよう、ケトルは必ずカウンターの端から離れた平らな面で使用してください。

• 使用中は絶対にケトルを乗せたままケトルベースを動かさないでください。

• 火傷や人身事故の危険を避けるため、お湯の入ったケトルを持ち運ぶときは細心の注意を払っ
てください。

• 手が濡れているときはケトルを使用しないでください。

• 電源を入れる前に、ケトルをパワーベースに正しくセットしてください。

• ケトルは同梱のパワーベースでのみ使用してください。同梱のベースで他のケトルを使用した
り、同梱のケトルを他のベースで使用したりしないでください。同梱されている元の組み合わせの
みでお使いください。

• ケトルの使用後は、ケトルが冷めるまで待ってから蓋を外してください。

• 蒸気による損傷を避けるため、使用中は注ぎ口が壁やキャビネットに向かないようにしてください。

• ケトルとの接触面の損傷を防ぐため、加熱した後はケトルの下に保護パッドを敷いてください。

•火災や感電の危険性を減らすため、底面カバーをベースから外したり、ベースやケトルを分解し
たりすることは絶対にしないでください。内部にはユーザーが修理・交換可能な部品はありませ
ん。修理は正規のサービス担当者のみが行うべきものです。ベースやケトルを開けると、1 年間の
保証が無効になります。

4



•爆発性/可燃性の気体があるところで操作しないでください。

•意図された用途以外には使用しないでください。本器具は、家庭用および業務用のみを対象とし
ています。意図された用途以外に使用した場合、1 年間の保証は無効となります。

•やけどを防止するために:
-蓋なしでは絶対に使用しないでください。
-沸騰中は蓋を外さないでください。
-コーヒーを淹れるときに蓋を外しているとやけどすることがあります。
-特に水を注ぎ足す際には、注ぎ口や蓋から蒸気が出ることがありますのでご注意ください。
-沸騰したお水は長時間高温のままになることがあるため、やけどの危険性があります。ケト
ルとケトルベースは作業台の端から離れたところ、お子様の手の届かないところに置いてく
ださい。ケトルが冷めるまで蓋を外さないでください。

•接地プラグ: 本器具には接地された三極プラグがあり、使用時には三極が接地している必要があ
ります。感電や火災の危険から保護するため、適切に接地されたコンセントにのみ接続してくださ
い。この安全機能を無効化しようとしないでください。

•空のケトルを加熱しないでください: ケトルの底内部に設置されている加熱機器は、自動安全装
置で保護されています。ケトルに水を満たさずに誤って加熱してしまったり、水が蒸発するまで沸
騰させてしまった場合は、自動的に冷却されて電源が切れます。その場合は、ケトルのプラグを抜
いて冷水で満たし、数分待ってからベースに再度置き、プラグをコンセントに差し込んでください。

•木製のハンドルと蓋のつまみがあるモデルの場合: ケトルを長時間加熱したままにしておくと、
木製の蓋のつまみやハンドルが乾燥してしまいます。半年に一度、または木部の仕上げがザラザ
ラするようになったら、オイル (鉱油、亜麻仁油、キリ油など) でお手入れすることをお勧めします。

•この説明書は保管しておいてください。

使い方
ケトルの電源を入れて使用する前に、すべての取り扱い説明を十分にお読みください。

初回使用時のクリーニング
•Stagg EKG のベースとケトルを水平で平らな場所に置きます。

•Stagg EKG の蓋を外して水を入れます。熱いうちは蓋を取らないでください。

•水を入れた後、蓋をして、注ぎ口が壁やキャビネットに向いていたり、近づかないようにします。

•電源コードをコンセントに差し込みます - 上記の安全ガイドラインに必ず従ってください。

•初めて使用する場合は、ケトルの内部をすすぎ、少量の水を沸騰させます (図 1 Cの「最大水量」
ラインの約半分の量)。少なくとも、図 1 C の最低水量ポイント以上までは必ず水を注いでくださ
い。

•目標温度を華氏 212 度または摂氏 100 度に設定し、洗浄水を沸騰させます。

•1 分ほど沸騰させ、ケトルをオフにします。

•最初に沸騰させたお湯は捨ててください。これで Stagg EKG を使う準備が
できました。
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ケトルをオン/オフにする
Stagg EKG の電源を入れるには、メインボタンを素早く押して離します。液晶画面が点灯します。
Stagg EKG の電源を切るには、ボタンを再度押して離します。液晶画面が消灯します。

表示温度設定を選択する
ベース背面の温度表示スイッチを切り替えることで、華氏または摂氏のお好みの温度設定をお
選びいただけます。図 1D を参照してください。

HOLD (固定) F

°F/°C (華氏/摂氏) スイッチHOLD (固定) スイッチ

背面図

目標温度を設定する
• メインボタンを時計回りに回して設定温度を上げます。ボタンを回すと、液晶画面に温度 (数
値) オプションが表示されます。

• 目標温度に達したら、ボタンを回すのを止めます。Stagg EKG にこの設定温度が 1 秒間表示さ
れます。

• Stagg EKG の液晶画面で F または C が点滅を開始し、ケトルが目標の設定温度になるよう加
熱が始まっていることを示します。

HOLD (固定) モードをオンにする
Stagg EKG の HOLD (固定) モードでは、ケトルが目標の設定温度に到達したら、その設定温度を 60 
分間維持できます。これは任意の設定です。図 1D を参照してください。

• HOLD (固定) モードをオンにするには、ベース背面の HOLD (固定) スイッチを「HOLD」が表示さ
れるように切り替えます。画面上で「HOLD ON (固定オン)」が 1 秒間点滅します。

• Stagg EKG が HOLD (固定) モードの場合、設定温度に達すると液晶画面の上部に「HOLD (固定)」
と表示されます。これはケトルが固定モードになっていることを示します。図 1E を参照してくだ
さい。

現在の温度

温度設定

HOLD (固定) 表示

図 1D

図 1E

• HOLD (固定) モードになったら、上記の手順で目標温度を設定します
（「目標温度を設定する」を参照）。

• ケトルをベースから持ち上げてからベースに戻すと、Stagg EKG は 60 分間のホールドをリセ
ットし、お湯の加熱を継続します。
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• ケトルをベースから持ち上げることなく 60 分が経過すると、Stagg EKG は 15 分間スタンバ
イ状態になり、その後自動的にオフになります。画面が点滅して、Stagg EKG がスタンバイモー
ドであることを示します。

• HOLD (固定) モードをオフにするには、画面表示が空白になるようにスイッチを切り替えま
す。

• 60 分 Hold (固定) モードでない場合、ケトルは 5 分間、またはケトルがベースから持ち上げ
られるまで目標温度を維持します。

ストップウォッチを開始する
• Stagg EKG には、淹れる時間を計測するためのストップウォッチが内蔵されています。ストッ
プウォッチを開始するには、メインボタンを 2 秒間長押しします。

• 液晶画面が 3 秒のカウントダウンを開始し、注ぐ準備をする時間を与えてくれます。

• カウントダウン後、ストップウォッチが秒単位でカウントアップを開始します。

• ストップウォッチをオフにしてメイン画面に戻るには、メインボタンを 1 回クリックします。

高地での使用
標高が高い場所では、水が沸騰する温度が低くなります。海面では、100℃で水が沸騰します。標
高が 500 フィート (152 メートル) 上がるごとに、沸点が約 0.5°C (0.9°F)  下がります。下記の表を
参考にして、温度を適切に調整してください。

注意: 相対的な沸点よりも高い設定温度を選択すると、ケトルからお湯が溢れてしまうことがあ
ります。

高度チャート

0 ft (0 m)

500 ft (150 m)

1,000 ft (305 m)

2,000 ft (610 m)

5,000 ft (1524 m)

212°F(100°C)

211.1°F(99.5°C)

210.2°F(99°C)

208.4°F(98°C)

203°F(95°C)

高度、ft (m) 水の沸点、°F(°C)

6,000 ft (1829 m)

8,000 ft (2438 m)

10,000 ft (3048 m)

12,000 ft (3658 m)

14,000 ft (4267 m)

201.1°F(94°C)

197.4°F(91.9°C)

193.6°F(89.8°C)

189.8°F(87.6°C)

185.9°F(85.5°C)
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入れるのに最適な温度
コーヒー、お茶、およびその他の温かい飲み物を淹れるのに最適な温度については、以下の表
を参照してください。お茶には様々な種類があるため、下記のお茶の蒸らし温度は基本的な目
安です。お茶に淹れ方の指示が付属している場合は、その指示に従うことをお勧めします。

適正温度表

コーヒー

白茶/緑茶

烏龍茶

ハーブティー/紅茶

ホットココア/ホットアップルサイダー

195 ～ 205°F(90 ～ 96° C)

170 ～ 200°F(76 ～ 93° C)

185 ～ 200°F(85 ～ 93° C)

200 ～ 212°F(85 ～ 100° C)

190°F(88° C)

注ぎ方
最高の一杯を淹れることが大切です。その方法をご紹介します。

お湯の温度が重要

挽きたての豆が最高です

ケトルに水を満たします (ハンドルのすぐ下まで)。液晶画面に
表示される、コーヒーを淹れるのに最適な温度 (好みに応じて 

90.5°～ 96°C) に達するまでお湯を沸かします。

約350mlのカップの場合、使用する豆の重量は 24 グラム (大さじ約 
3杯) です。コーヒーを中挽き - 粗い砂程度 - で挽きます。
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カップやカラフェの上に載せたドリッパーにフィルターをセットします。十
分なお湯を注いでフィルターを完全に濡らし、ドリッパーを温めます。カラ

フェにたまったお湯を捨てます。

ドリッパーを準備する

淹れる準備ができたら、Stagg EKG のメインボタンを 2 秒間長押しします。
これでブリューストップウォッチが開始します。3 秒のカウントダウンが終
わったら、ブリューストップウォッチに従い、蒸らしと注ぎを行います。

正しいタイミングで

コーヒーの粉をドリッパーに入れてから、軽く振って平らにすると、より均一に
注ぐことができます。コーヒーを淹れ始める前に、次の手順からの流れを確認

しておきましょう！

コーヒーを入れる
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蒸らしが重要
ドリッパーの中心から注ぎ始め、外側に向かって移動させてゆきま
す。お湯を約 50g (またはコーヒーの 2 倍量) 注ぎます。コーヒーの
蒸らしの段階です。二酸化炭素を放出させるため、30 秒待ちます。

ドリッパーの中心から外側に向かって円を描くように均等に注
ぎ続けます。注ぐのに 2 分 30 秒～ 3 分ほどかけてください。

12 oz または 355 g に達したら注ぐのをやめます。

最適な注ぎ

6
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清掃と保管
清掃

• 清掃する前に、ベースのプラグが抜かれ、ケトルが完全に冷えていることを確認してください。
ケトルの残りの水を空にします。

• ケトルの中を石けん水で洗い、すすぎます。ケトルを水やその他の液体に決して浸さないでください。

• 食器洗浄機には入れないでください。

• 湿らせた布やスポンジでケトルとベースの外側を拭き、乾燥させます。ケトルのどの部分にも研
磨剤入りの石鹸、クレンザー、または研磨パッドを使用しないでください。仕上げが損なわれる可
能性があります。

• 時間が経つにつれて、ケトルが加熱しても沸騰しないことがあります。これは、使用やお住まいの地域
の水の硬度のためにケトルの中に湯垢やミネラルが堆積したためである可能性があります。そんな時
は、湯垢除去をお勧めします。湯垢/石灰除去剤を使用し、メーカーの指示に従ってください。

保管
• 保管する前にすべての部品を清掃し、乾燥させてください。ケトルは箱に入れるか、清潔で乾燥
した場所に置いて保管してください。
• ケトルに電源コードを決して巻き付けないでください。

サービスまたは修理
ご使用の器具に関するサービス、修理、ご質問は、まず Fellowproducts.com/EKGmanual/international 
をご覧ください。ご不明な点については、hello@fellowproducts.com までお問い合わせください。製品
をメーカーに返送したり、カスタマーサービス担当者に相談せずにサービスセンターに持ち込まな
いでください。

1 年保証
Fellow は、本製品の素材や製造上の欠陥に起因するいかなる欠陥に対しても、消費者が最初に購入
した日から 1 年間保証します。

本保証は以下の場合にのみ有効です。
• 製品の一次購入者である事。
• ケトルを正規販売店で購入している事。
• 保証を有効にするための元の販売レシート (購入証明用)がある事。

本保証には、以下に起因する製品の破損は含まれません。
• 事故、誤用、認可されていない人物による修理。
• 不正な種類の電流や電圧での使用。
• ケトルと洗浄剤/湯垢除去剤の両方の洗浄指示に従っていない場合。
• 本書の警告および指示に記載されている安全手段に従わない場合。

保証期間内に製品に不具合が生じた場合、または保証やサービスに関するご質問がある場合は、
hello@fellowproducts.com までメールでお問い合わせください。

詳細は Fellowproducts.com/EKGmanual/international をご覧ください

ここまでお読みいただき、ありがとうございます。Stagg EKG ソフトウェアのイースターエッグ (隠
し機能) をお知らせします！
以下の 2 つのステップで有効にできます。
- ケトルをベースから外します
- F/C (摂氏/華氏) スイッチを素早く切り替えます
栄光のベストタイム (低い方が優秀！) ショットを、Instagram にタグ @fellowproducts を付けて投稿
しましょう。
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